
The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

岳よ・編 爵。撫 あ

小児気管支喘息に お け る オ オ ユ ス リカ 皮内 テ ス トの 全国調査

　　　　 富山 医科薬科大学小児科
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　ユ ス リカ抗原 は 吸入性抗原 ど して 重要 と 考 え ら れ，富 山 市近鄰 の 小 児 気管支喘息患児 を対象 と した調

枩で は，オ オ ユ ス
1丿力 抗 原 に 対 す る RAST 陽性率 は 44％ の 高率 を示 した．ユ ス リカ喘息 の 臨床的特徴を

更 に 検討す る た め 同一の 抗原 を 用い て 全国謂査 を行 っ た．

　全 国の 11施設で 6 〜15叢 の 気管支喘息患児718名 に 対 し，10，000倍 の オオ ユ ス リカ 抗原 を用 い て 皮内テ

ス トが行 わ れ，年齢，性別，IgE 値，　 HD ，ダ＝ ，キ ヌ の 皮膚テ ス ト，　 HD ，ダニ の RAST 値，重症度，

発作 の 好発季節，更 に 居住環境に つ い て も検討 し た，陽性率は市立札幌病院 （北海道）17．1％，由利組

合病院 （秋 田）12．6％ ， 厚生中央病院 〔東京＞23．2％，滋 賀医 大 病院 （滋 賀）3LO ％，市 立 堺 病 院 （大

阪）43．5％， 高槻病院 （大阪）33．3％，香 川 小 児病 院 （香 川 ）42．9，南福 岡 病 院 （福 岡 ）20．O％，県立

南部病院 （沖繩）45．5％ ， 県立吉田病院 （新潟 ）30．9％，富山医薬大病院 （富山）35．4％と な り，全体

で の陽性 率は 27．9％で ， 加齢と と もに 陽性率 は 上昇 す る 傾 向が み ら れ た．ダ ニ ，HD ，キ ヌ の 皮膚テ ス ト，

RAST で は キ ヌ の プ リ ッ クテ ス トで の み 関連 を認 め た．居住環境 で は 水田地帯居住群 で 陽性率 が 高 い 傾

向が み られ た が ，都市部で も高い 陽性率を 示 して お り， 吸入性抗原 として の ユ ス リカの 普遍性 が 窺 わ れ

た ．
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は じめ に

　近年，ユ ス リ カ が気管支喘息な どの ア レ ル ギ
ー
疾患

の 主要な抗原の ひ と つ と して 注 目 さ2Zて い る ．ユ ス リ

カ を原 因 とするナ イ ル 河流域 の 気管支喘息 ”
．3）Rコヨ

ー

P
ッ

パ の 観賞魚用飼料 に よ る鼻炎や気管支喘息
4）
は 既

に 報告され て い た が．わ が国 に お い て も我 々 の ミ ヤ コ

ム モ ン ユ ス リ カ に よ る気管支喘息患児例 の 報告
5｝
以

来，研究 が進め られ， ユ ス リ カ ア レ ル ギ ーが 特定 の 地

域 や 職業 に 限定す る もの で は ない と考 えられ て きて い

る．曠息患者を対象とする調査が復数の 研究者に よ P

行わ れ ，それ ら の 結果 に よ る と皮膚 テ ス トや ，RAST

を用 い た ユ ス リ カ に 対す る 反応 の 陽性率は 20〜40％ の

高率 で あ っ た s］
“9，，

　我 々 は ，オ オ ユ ス リ カ 抗原を ユ ス リカ 喘息の 指標抗

Received ：　 February　27，1990
Accepted ： Ju亘 e　4，199 

Abbreviatiens：　CP 　αめ o ，zo ）nttS　ptumosus；　HD

house　dusし；　RAST 　radioallergosorbent 　tesし

原 と し て 有用
Tl

と考え、 ユ ス リ カ ア レ ル ギ ーの 臨床的

な特徴をみ るた め ，富山市近郊の 気管支喘息患児を対

象 として オ オ ユス V 力 抗原 に 対す る RAST を唄…ヨ定 し

た ．そ の 結果，ユ ス レカ RAST 陽性者 は 44．0％ と高率

で あ っ た．また ，加齢 と と もに陽性率が L昇し，居住

環境で は 水田地帯 に 住む患児 に RAST 陽性者が多 く

み られた．さらに ユ ス リ カ 陽 性者 は 陰性者 に 比 し夏期

に 発作 が 多 い な ど の 特徴が得られ た 8⊃．

　 しか し，これ ら の調査は値 々 の 研究者に よ り独 自に

行わ れ た もの で ある こ とか ら，今回 ，我 々 は 同
一

の 抗

原 を用 い 全国10地域 11施設 で 気管支喘息児 を対象と し

て オ オ ユ ス リ カ C房 π ）岔ω 鵬 piumospes（Linnaeus．

1978）の 皮内テ ス トを行 い ff本全国 に お い て 地域 に よ

る差が み ら れ る か どうか を検討 した ．以下 の 施設，諸

先生 の ご 協力で 調査を行 っ た．

　市 立 札幌病院 （北 海道，我妻義則先 生 ），由 利組合病

院（秋田，佐藤寛明先生，商村敏弘先生），厚生中央病

院 （東京，水谷民子先生）， 滋賀医科大学附属病院 （滋

賀，川崎久樹先生，島田 司巳先生），市立堺病院（大販，
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橋爪孝雄先生），愛仁会高槻病院 （大阪，西野昌光先生），

香川小児病院（香川，西川　清先生），国 立療養所南福

岡病院 （福岡．桐野 良二 先生 ， 西間三 馨先生）お よ び

県立南部病院 （沖繩，小森康永先生）の 9 施設 に ，県

立吉田病院（新潟）， 富山医科薬科大学附属病院（富山）

を加 え た 11施設，10地域 で 行 っ た ．

度 ， 居住環境．発作の 季節性 に つ い て は
， x2St 定を用

い た ．また，ユ ス リカ 皮内 テ ス ト陽性群 と陰性群 の lgE

値 の 幾何学平均の 検定は t検定 で 行 っ た．

結　果

対象と方法

　対象 は 全国 10地域 11施設 の 小児気管 支喘息患児718

名で あ る．各施設 とも，American 　ThoracicSocietyL°｝

の 診断基準 で 6 〜15歳 の 患児を選 び，そ の 内訳 は 男子

491名，女子 227名， 平均年齢 9．76歳 で あ っ た ．

　方法は今回 は諏訪湖産の オ オ ユ ス リ カ （以下 CP と

す る）成虫 を 用 い た ．ま ず磨砕，＝ 一一
テ ル 脱脂後，容

量重量比 で 20倍 の Coca液 （NaCl　5g，　 NaHCO32 ．75

g，Pheno】4g，　 H201000m1 ） で 4 ℃ で 72時間抽出し

た．3500〜4000za転で 遠沈後上清を瀕過 し， 蒸留水 で

4℃ 72時間 透 析，Lowry 法 に よ る 翻定 で 蛋 白量 58

mg ！ml の抗原 液が得 られた ．鳥居社製の ア レ ル ゲ ア 対

照液 に て まず100倍液 と し ミ リ ポ ア フ ィ ル タ ー
（4．5

μm ）に よ り湮過滅菌 を行 っ た ．皮内 テ ス ト施行時 に さ

らに 同対照液に て 10． 09倍 に 希釈 した ．こ の 濃 度で の

皮内 テ ス トで RAST や ブ V ッ ク テ ス r，吸 入 負荷試験

の 陽性者 の 全例 が 陽性 と な る こ と か ら 10 0 倍希釈の

抗原液を使用 した 9）．こ の ア レ ル ゲ ソ エ キ ス を用 い て

皮内 テ ス トを 行 い ，判定 は，膨 疹9mm 以上 か あ る い は

発赤20mm 以上を陽性 と し た ．ま た ，同時に 居住環境，

重症度，発作好発時期，IgE値， ハ ウ ス ダ ス b （以 下 1

HD ），ダ ニ の RAST 　score ，　 HD ，ダ ニ
， キ ヌ の 皮膚 テ

ス トの 結果に つ い て も調査 し検討 し た．

　な お，居住環境は 国土地 理院発行 の 25，00G分 の 1 の

± 地利用図を もとに 個 々 の 患児の 居住地 を地図 上 に プ

・
ッ ト し，水 田 地帯 と市街地 に 大 きく分類 した t 重症

度分類 は 小 児 ア レ ル ギ ー
学 会 の 重 症度 分類 に 従 っ て

行 っ た．HD ，
ダ ニ

，
キ ヌ の皮膚テ ス トは 施設に よ り皮

内 テ ス ト あ る い は プ リ ッ ク テ ス F を行 っ て い る た め

別 々 に検討 し た，判定基準は ，皮内テ ス トは CP の 場合

と 同様 に 行 い ，ブ リ ッ ク テ ス トは膨疹4mm 以 上 あ る い

は 発赤 15mm 以上を陽性 と した．　RAST の陽徃基準は

RAST 　score 　2以上 を陽性 と し た．

　 ＝ ス リ カ皮内テ ス ト と の 相関の 検定は，年齢で は，

Bartho墨emew の 傾向検 定，他 の ア レ ル ギ ー検査，重症

　 1．地域別 の ユ ス リカ 皮内テ ス トの 陽性率

　全 体 で は ユス リ カ の 皮 内 テ X ト陽性 を 示 した 患児は

7ユ8名中 200名 で 陽性率 は 27．9％ であ っ た ．
一

方，ダ ニ

RAST の 陽性者 は 611名中578名 と94．6％ の 高率 で あ っ

た ．男女別 で は ユ ス リ カ の 陽性率 は 男子 が 491名中 143

名 で 29．1％，女子が227名中57名の 25，1％ で あ っ た，

　そ れぞれの 地域別の オ オ ユ ス リ カ 皮内テ ス トの 結果

は 北海道 が 70名中 12名，秋 田 87名中11名，東京99名中

23名，滋賀 29名中 9 名 ， 大阪 ， 市立堺病院92名中40名，

愛仁会高槻病院 21名中 7名，香州 35名中 15名。福岡 95

名中19名，沖繩11名中 5 名，新潟97名中 30名 ， 富山 82

名 中29名 で あ っ た．各地域 ともか な りの 陽性率を示 し，

札幌 ， 秋 田 で （よ10％台 で あ っ た が，大阪，香川，沖繩

で は 40％台の 高率を示 した （Fig．1）．

　2． ユ ス リ カ 皮内 テ ス トの 年齢別陽性率

　対象718名 の 年齢別 コ ース リ カ 皮内 テ ス トの 陽性率（例

数）　Fよ，　6 歳　11．5％　（7161），　7歳　24．8％　（25／101），
8　歳　22，9％　（22／96）、　9　歳 　27．9％　（24／86），　1 歳
33．7％ （34／101），　11歳　28．3％ （26！92），　12歳　33．3％

　　　 ，
gt

　　　　
Okinsya　455％　　　　　　　　［二：…Pesitive　ra しe く2e％

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 回 　　　　　Positl　v　　　rate　　≧　　

40 ％ 　Fig ． 1 ，　Posltive　rate 　of　CP　ifitradermal 　te
　1ochironornid 　antigen 　in　J

an ． N 工 工 一 Eleotronio 　 Library 　
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（22／66）．　13歳　28．8％（15．！52），　14歳　42 ．5％（17140），

15歳 34．8％ （8／23） で あ っ た ，6 〜8歳， 9 〜ユ1歳，

12〜15の 3群 の 陽性 率 は それ．そ れ2  ．9％ ，
30．1％，

34．3％ と年齢 が長ずる に 従 い 陽性率の 有
．
意な増加傾向

に あ っ た （ρ〈 0．005）．同年 齢 の 3 群 の ダ ＝− RAST の

陽性率 孛よそオz ぞk93 ，5冩（2 3／217），97．O％（223／230），

92．7％ （152！164＞と い ずれ も9G％以上 の 高値を示 し 年

齢 に 伴 う増減傾 向は み られ なか ・
） た （Fig，2）．

　3．他 の ア レ ル ギ ー
検 査 と ユ ス リ カ 皮内 テ ス ト の 相

関

　lgE値別 の ユ ス リカ皮内 テ ス トの 陽性率は lgE値が

O 〜2001Ut
’
ml 未満 で は 20，5驚（16！78）．20C− 40 未満

で は 29．2％ （26〆89），400〜600未満で 30，8％ （24！78），

600〜800未 満 で 29．8％ （17！57），800− 10 0未 満 で

33，3％ （18154），IOOO〜1200未満で 28．9％ （13145），

％

ooBD60

■ CP

驪 Mite

0
　 67891011 ！2 雪314 雲5

　 　 　 　 　 　 　 　 Years 　 of 　age

　Fig，2．　Posiしive　rate　of　CP　intrademal 　test　and

mi しe 　RAST 　according 　to　age 　of　asthmatic 　children ．

1
’
200〜14 O未満で 41・4％ （12／29）・1400〜1600未i．，で
22、2％ （8／36），1600〜1800未 満 で 31．6％ （6！lg．　）L
l800〜2000未満で 35・0％（7！20）・2000以上で は 35．1％
C39，1111：｝ と い ずれ の 群 で も20〜40％ の 高値を示 した

O 〜400未満，1000未満，1600未満，160 以上 の 4群 に

分 け た ユ ス リ カ 皮 内 テ ス トの 陽 性 率 は そ れ ぞ れ

25．1％，31．2％，30．0％．34．7％で 有意な増 加 傾向は

％

o 

80604020 ■ CPee

　Mite

o
　 卜 　2CM− 4印0〜5［GN　80ト la〕0〜1mG〜1奪00〜laPN 　180P〜mo

　　　　　　　　 igE ・ alue 　 　 　 （IU／m り

　Fl9．3，　 P 。 sitlve 　rate 。 f　CP 　intτ adermal 　test　 and

mite 　RAST 　according 　to　serum 　IgE　vaiues 　of 　asth ．

matic 　 children ．

Table　 l　 Relation　between　CP 　intraderma】
　 　 　 test　and 　RAST 　to　HD 　or 　mite

HD 　RASTNo
、

一 i ＋

　　　1
−

CP
3ξ 378412

1 十
115161176

NG ， 49　　539　　幽 588

xl こest 二NS ． x2　test：NS ．

Table　 2Reiation　between　CP 　inヒradermal 　test　and 　intradermal　 or 　prick

　　test　to　HD ，　mite 　or　silk （chi ・square 　analysis ）

i．d，　test i．d，　test il、d．【estI
HD

一　　 　　÷
　 　 　 ｛

Ko 、　 　　 Mtte
一 　　　［

十　
ト
No ，　 　 　 Sllk

　 ÷

No ．

一　1331
　　　 2

163 正96 一 23
　　　 ：

105128 一 9912111
CP CPCP

　　　 i
† 44953 十 42529 十 30232

No ． 37212249 　 　　 　 NQ ． 27130157 　　 　 　 No， 12914143

N ．S， N．S． N ．S．

Prick … Prick Prick
HD

一
十

No．　 　　 Mlte
一

十

No ．　　　 Silk
一

十

No ．

一 3105 廴G8 一 377 呂o 一 77 塩 81
CPCP

十 155
　　　　　　CP
56 十 14445 十 321547

No ． 4160164 　 　 　 No ， 412i125 　 　　 No ． 109　　　119128

N ．S， N ．S、 P＜o．o】
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

足立陽子 他 673

−．

1

・
＝

li
−
毒．
i聖
…．層．

噌−

み ら れ，な か っ た，ダ ニ RAST の 陽 性 率 は lg£ 埴 が

0 〜2001Ui
’
ml 未満 で 71．2％ で あ っ た 他は 90％以上 を

示 し て い た （Fig．3）．しか し，　 IgE 値 の 上 限 は 施設に

ょ り異な るた め ，20 OIU ！m1 以上 は 20001U，i
’
ml と して

ユ ス リ カ 陽性者 と陰性者で lgE 値 の 幾何学 平均 を み

る と陽性者は 758，581U／ml ，陰性者 は 616．591Ulml で

有意 （p く   ． 2．冫 に 陽性者の 方が高値で あ っ た．

　他 の 抗原 と比 較検討す る と，ダ ニ RAST の 陽性率 は

94．6％ （578／611）と 高率 で あ っ た ．ま た ，

ハウ ス ダ ス

ト RAST の 陽性率 も91．7％ （539／588） と高値を示 し

て い た．皮膚 テ ス ト に つ い て は ．施設 に よ り皮内 テ ス

ト，プ リ ッ ク テ ス ト と検査方法が異 な る た め 判定基 準

が同 じ施設 つ い て の み 検討 した．（皮内 テ ス ト施行施設

は 市立札幌病院 ．厚生中央病 院，国療南福岡 病 駝 の 3

施設 ，
プ リ ッ ク テ ス トは 高槻病院 ， 県立吉 馬 病院 ， 富

山医薬大附属病皖 の 3 施設 で あ っ た ．）その 結果，ダ ニ

に 対 する皮内 テ ス ト と プ リ ン ク テ ス ト の 陽性率は それ

ぞれ 82．8％ （130A57 ），96、8％ （12王1125）で ，同様 に

・・ウ ス ダ ス ト は そ れ ぞ れ85．1％ （212！249），97．6％

（160／164） と，や は り高 い 陽性率 を示 した ，キ ヌ に 対

する皮内 テ ス F とプ リ ッ ク テ ス トの 陽性率は それぞれ．

9．8％ （14！143），14．8％ （19／128）で あ っ た．Table　1．

Table　 2 に 示すよ うに ダ ＝ ， ハ ウ ス ダ ス トに つ い て は

RAST ，皮内 テ ス ト，プ リ ッ P テ ス トの い ず れ に 対 し

て もオ オ ユス リ カ の 皮内 テ ス ト と は 有意な相関 は 得 ら

れ な か っ た が，昆虫由来 の 抗原 で あ る キ ヌ の ブ リ ソ ク

テ ス トだ けは 危険率 1 ％未満で 有意な相関を示 した．

　 4．重症度 とユ ス リ カ 皮内 テ ス ｝ の 相関

　重症度別 の ユ ス リ カ 皮内 テ ス トの 陽性 率の 検討で

は ，軽症群 で は 25．5％ （79！310） の 陽姓率 で あ り，中

等症群 で は 29．9％ 〔84／28ユ），重症群 で は 26．8％ （19／

71），難治群で は 25．O％ （．1！4），寛解群で も25、O％ （2！

8）で あっ た ．軽症，中等症，重症 の 3群 で κ験 定を行 っ

た が，皮内 テ ス トの 陽性率は 重益度 と も明ら か な相関

は み られ な か っ た 1：Fig．4）．

　5．居住 環獎と ユ x リ カ 皮内 テ ス トの 関係

％

oo
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40
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■ CP

嬲 漁 ・

　 　o
　 　 　 　 MIId 　 Moderate 　 Se 》 ere

　 　　　　　　　Severity

　 Fig、4，　 Pos正tive　rate 　of 　CP 　intradermal　test　and

mite 　 RAST 　 according 　to　 severity 　 of 　 asthmatic

chiidren 、

毫

…
Table 　 3　Resu1亡s　 of 　CP 　int！’adermal 　 test　 among 　each

　　　 res量dent　regions （chl −square 　analysis ）

Positive　n ロmber （rate ％）

Residentia1 Paddy
areas 且e畫ds

Sapporo　Cky　Generai　Hosp． 7．／59 （11、9） 3！5 （60． 
Yurl　Nohkyo 　General　Hosp 3〆33 （9，1） 4／42 （9、5）
Kousei　Chuou　Hosp ． 23！99 （23．2） 0／0

Sh｛ga　Uni▽，　of 　Med ．　Scienc｛∋ 1／7 （14、3） ？／18 （38．9）
Sakai　Municipa田 osp ． 40／92 （43．5） o／o

Takatsuki　Hosp ． 7〆21 （333 ）  

National　Kagawa　Children’s　Hosp nd nd

National　Min 日ml 恥 kuoka　Hosp． 0／14 （o   上4〃2 （ユ9、4）
Okinawa　Prefectural　Nanbu　Hosp ． 1／2 （50．o） 7／7 （100）
Niigata　Prefec加 ra 垂YQsh 童da　Hosp ， 6／48 （12，5） 23147 （48 ，9）
Toy   a　Med，＆ Phar．　Un孟v． lO！28 （35，7） 14／25 （56，0＞

Total 98！411 （23，8） 721230（3L3 ）

●■寧

●

’pく 0．G5，’ ” p く G．GOI、
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

674 す ホ ユ ス リ カ 皮内 テ ス トの 全 国 調査

　居住環境と ユ ス リ カ の 皮内 テ ス ト とに 相関が み られ

た の は 新潟県立吉 田 病院 ψ く 0．001），市立札幌病 院

（p く 0，05）の 2 施設で あ っ た ．有意差の 認 め られ ない

地域 で も布街地 よ り水 田 地帯 で ユス 効 陽性率 力塙 値

を示 し、さらに ，全体 で 検討す る と 水 田 地帯 に 住 む 230

名中 72名 が ユ ス リ カ の 皮内 テ ス ト が陽性 で ，市街地 に

住む 411名 で は 98名 が 陽性 で ．有意に 水 田地 帯に 居住す

る もの に ユ ス Ijカ の 皮内 テ ス ト1　 ff者が多 く認め ら れ

た （p ＜  ． 5）．一
力，厚生中央病院，市立堺病院 高

槻病院 に み られ る よ うに 全例が市街地居住者 で も ユ ス

リ カ陽性率は そ れ ぞ れ 232 ％，43．5％，33．3％ と高率

で あ っ た 〔Table　 3r，，

　6．季節 と ユ ス リ カ皮内テ ス トの 関 係

　ユ ス リ ヵ は 種 に ょ り，ま た 地 域 に よ り その 羽化季節

が異 なる こ と か ら各地域ご と に 発作の 好発時期と ユ ス

リ カ 皮内 テ ス トの 関係 を み た，あ る 季節 ， 例 えぽ春に

っ い て検討する ときに は ，春だ けを 好発時期 とす る 群

と好発時期に 春を含ま な い 群 に つ い て 検討 した．市立

堺病院で は ，ユ ス リ カ 陽性を示 し た の は 秋で は 7 名中

6 名 （85、7％） と多く，秋 の み が ユ ス リヵ 陽性者 に 発

作 の 多い 傾向を認 め た （P ＜ 0．le）．同 じ大阪地区 で も

高槻病院 で は い ずれの 季節 も有意差 は な か っ た．県立

Ta目 e　 4　Relation　between　CP 　intraCiermal　test　 and 　numbers 　of 　patients 　who 　have

　　　　　　　 seasonal 　asthmatic 　attacks （chi・square 　anaEysls ）

Positi、re　number ／case 　nurnber

　 Attack　 season
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奪

日

唖、

吉田病院 で は ユ ス リ カ 皮内テ ス トの 陽性率は 夏を好 発

時期 とす る 老 で は 59．1％ と高率に 陽性 で あ っ た が，統

計学的 に は 有意差 は 認め られ なか っ た ，香川小児病院

で は 秋 を好発時期とす る 者 は 5 名中 3名 が ユ ス
’1 力 腸

性で あ っ た が有意差を認 め なか っ た ．富山医科薬科大

学附属病 院 で は 月別発作 日数 を比較 した 前 回 の 調査 で

は 7， 8月 に ユ ス リ カ陽性者 に 発作が多い 結果 が 得 ら

れ た が，今回 の 四 季 に 分け て の 検討 で は い ずれ の 季節

に も有意差 は 認 め られな か っ た ．し か し全体で は 、夏

の み を好発時期 とす る もの 58名中28名が ユ ス リ カ 皮内

テ ス ト陽性を示 し，有意 に （p 〈 O．01）ユ ス リ カ の 陽性

率 が 高 い 結果 が得ら れ た （Table　4，　 Table　5）．

考　察

　 ユ ス リ カ を原 因 とす る ア レ ル ギ
ー
疾患 の 報 告は，

ス ーダ ン 北部で ナ イ ル 河流域 の ダ ム 建設 に 伴 い ユ ス リ

カ の
一

種 Chaotan），lantsu51ewtSi が大発生 し 気管 支

喘息 が 多 発 し た と の 報告 V−3｝や， F イ ツ で は Chir−

onomus 　 thκ mtni 　thummi とい う ユ ス リ カ の 幼虫を も

とに 観賞魚用飼料 を製造す る人 々 に 気管支喘息や 鼻炎

がみ られ る と い っ た報告
1｝が最初 で あ っ た ，こ れ ら の

報告 は 特 異的 な
一
地方だ け の 風土病 的な もの ，あ る い

はある種 の 職業病的 なもの と見 られ て い た が，1984年

に富山市近郊 に ミ ヤ コ ム モ ン ユ ス リ カ 島 妙 魔 伽 剏

蜘 ‘o飢 ∫8 が 大 発生 し そ の 抽 出抗原 を用 い た ア レ ル

ギ ー
検査 で 2 名 の 気管支喘息患児が発見 された こ とか

ら， ユ ス リカ ァ レ ル ギ ーが一
地方 や ．一

職業に と ど ま

る もの で は な い こ と が 示 され た 51．そ の 後 ， 喘息患者を

対象 と して 行われ た 皮膚 テ ス ト，RAST 等 の ア レ ル

ギ ー
検査 で z ス リ カ の 陽性率は 20〜40％ と 高率 を示

し，ダ ニ や HD に 次 い で 重要 な抗原 で あ る と 示 唆さ れ

て い る
6 》−9）。今回 ，そ の 普遍 性 に つ い て 検討す る た め

に，さら に 広 い 地域 に つ い て 調査を行 っ た ．調査 は 全

国10地域 の 11施設 に 依頼 し
， 同一の ガ才 ユ ス リ カ ア レ

ル ゲ ソ を 用 い た 皮内 テ ス トを行 っ た．併せ て 個 々 の 患

児の 居住環境，重症度，発作好発時期 ， IgE値 ，
　 HD ，

ダ ニ の RAST 　score ，　 HD ，ダ ニ ，キ ヌ の 皮膚 テ ス b の

結果 に つ い て も検討 し た。

　オ オ ユ ス リカ陽姓率は 全体 で 27．9％ で あ t）　t6

〜ユ5

蔵で は 加 齢 とと もに 有意な増加傾向が み られ ，
ほ ぼ全

年齢 と も90％を越 す ダ ニ とは異な っ て い る．こ れ は ミ

ヤ コ ム モ γ ユ ス リカ の プ リ ッ ク テ ス V9，
及 び オ オ ユ ス

　リ カ RAST8 ユ
を用 い た 我 々 の 報告 や ，ア カ ム シ ユ ス リ

カ 乃 舷 羅 即 ｝
」螂 鐸が加 　ahamttsi を 用 い た 十 字 らの 報

告
tl ）と

一
敷 し，既に我・t’が 報告 して い る よ う に ，ユ ス リ

カ の 発 生 が 戸 外 で あ る 点，お よ び ユ ス V カ は 種類 に よ

り特定の 羽化時期があ り ア レ ル ゲ ン の 発生 に 季節性 が

あ る点 で ダ ニ よ りも感作 が 遅 くな る こ とが原閃 と考 え

ら れ る，

　 地域別 の 陽性率で は 市立 堺病院 の 43．5％，沖繩県立

南部病院 の 45．5％ に 比 ぺ ．気温が低 くユ ス リ カ 楽生 の

期間 が 短 い と考えられ る北海道 の 市立札幌病院 や ，東

北の 由利経合病院 で は ユ ス リカ 皮内 テ ス トの 陽性率 は

10％台と低値で あ っ た．

　 ユ ス リヵ ア レ ル ゲ ン の 発生量 の 季節 控 に つ い て は ，

既 に 木野ら は エ ア
ー

サ γ プ ラ
ー

に よ り室外の 昆虫抗原

を収集 し RAST 抑制試験 を 用 い て 定量 して お り，気管

支 に 達す る とされ る 1 μm 以下 の 浮遊粒子量 で 5 〜7

月 （5．21ng 〆m3 ）、10月 （18．19ng／m3 ）に セ ス ジ ユ ス リ

カ （Chironom πS　yoshimats πi）抗原の 増加を認め た と

報告 して い る
1tj
．ま た，我 ・k　｝t ラ イ ト ト ラ ッ プ 法 で 捕獲

した ユ ス リカ の乾燥重量が 7 〜9月 に 増加 し，屋外の

空中抗原量 は や や遅れ て 7 月，IO月 に 増加す る こ と を

認 め て い る
13）、こ の よ うな抗原量 の 季節変動 に

一
致 し

て， ユ ス リカ の 皮内 テ ス トの 陽性率 と発作の 好発時期

との 関係 で は地域に よ り相違は あ っ た が夏や 秋 に 発作

が多 くな る 傾向が み られ た．富 山 市近郊 の 瑞息児を対

象と した 以前 の 調査 で は 喘息 費記に基づ い て 月別平均

発作 日数を 求め 検討 し て お り， 陽睦群，陰性群 とも発

1乍は 9 ， 10月に 多い が陽性群 で は 2峰 性 に 7， 8 月に

発作 が 有意 に 増加 して い tt　S）．今回 の 調査 で は 好発時

期を問 うて い た に もか か わ らず，秋だ け で な く夏を好

発時期 とす る 者 に ユ ス リ カ の 皮内 テ ス トの 陽性 者 が 多

い 傾 向が み られ た こ とは や は リ ユ ス リカ の 発生季節 と

関 わ っ て い る可 能性 が あ る．

　市街地，水田地帯 とい っ た居住環境別 の ユ ス リ カ の

陽 性 率は ユ ス リ カ の 発生量 の 多い 水 田 地帯で 陽性率が

高 くな っ て い た．し か し，東京， 大阪 とい う た 大都市

の 施設 で も ユ ス リ カ 皮内 テ ス トの 陽性 率 は 20％以上 の

陽性率を示 して い る． こ れ らの 水 田地帯の ない 大都市

に もセ ス ジ ユ ス リ カ 等 の 家庭排水な どで汚染され た 水

域 に発生す る ユ ス リカ が多 く存在 して お り，ま た ，村

上 らが報告 7；して い る よ うに セ ス ジ コ ・ス リ カ と オ オ ユ

ス リヵ に は強 い 共通抗原性 が あ る こ と か ら，大都市 に

居住 す る患児 に も高率 に オ オ ユ ス リ カ の 皮内テ ス トが

陽性 とな っ た と考えられ る．こ の よ うな地域差 や 季節

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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性 も先 に あげた ユ ス リカ の 発生源 や発生時期 の 特微に

由来 する こ とが示唆され、またそれ故 に 今後は地域別

の ユ ス リ カ の 発生状況 に つ い て も検討 す る 必要があ る

と考 え られ る ，

　以上 の よ うに ，全国的に 見て も ユ ス リカ 皮内 テ ス ト

の 陽性率は HD や，ダ ニ の 皮膚テ xF や RAST の 陽

性率 に 次い で高 く．吸人性抗原 の ひ と つ と して 注意 を

要する と考え られ る．

　 ユ ス リ カ 抗 原 は 村上 らの 報告
ヨ ≧

に もみ られ る よ うに

ダ ニ と は 明 らか に 独立 した もの と考えられ る が，今回

の 検 討 で は キ ヌ の プ V ッ ク テ ス トが ユ ス リ カ 皮内 テ ス

ト と有意 に 相関 が 認 め られ た ．こ れ ま で HD や ，昆虫

抗原，キ ヌ など他 の ア レ ル ゲ ン との 共通抗原性 に つ い

て 幾 つ か の 報告があ る．HD に 関し て は ，土居 らは 岡山

県 児島湖 周辺 の 家屋塵中 に 高率 ecア カ ム シ ユ ス リ カ 抗

原 が 検出 され ，ア カ ム シ ユ ス リカ の 発生 ピー
ク の 11月

頃 に
一致し て特に 冬期 に 高率 に 抗原が検出 さ れ た と報

告し て い る
10 ．更 に 伊藤 らは 大都市 の 患者 の 家屋塵中

に も ユ ス リ カ の 抗原 が 存在す る こ とを RAST 　inhibi−

tion　testで 示 し，ユ ス リ カ 抗原 が HD ア レ ル ゲ γ の
一

成分を構成し て い る か もしれな い と述 べ て い る
fi）15 ）．

木野 ら は 昆虫抗原 と し て ユ ス 丿 力 ，カ イ コ 娥翅， ト ビ

ケ ラ 翅 に 交差反塩性 の 存在を 示唆 して お り
1：｝16， 一一方，

山下 らは RAST 　inhibition　testを用 い て キ ヌ や エ ビ

な ど と の 共通抗原性 は 極 め て 低 い と報告し て い る
ユη．

　以 上， ユ ス リ カ 皮内 テ ス トを tt ユ ス リ カ より抽出

し た 同
一

の 抗原を用 い て，日本全国 の 10地域 の 11施設

で 行 っ た 結 果， ユ ス リカ の 陽性率 は 全体で 27．9％と ダ

ニ に 次 い で 高 い 陽性率を示 した．年齢が長ずる に 従 い

陽性 率 は 高 くな り，発作好発時期に 季節性 が ある とい

う特徴 もみ られた が， ユ ス リ カ陽性者 の 分布 は 緯度の

南北を問 わ ず，ま た 水 田 地 帯 の み な らず都市部 に も広

が っ て い た，

　 ユ ス V カ は 蚊柱を形成 し夜間灯火 に 群 が り網戸を擦

り抜け て 屋内 に 侵入 し， ユ ス リカ 特有 の 羽化時期があ

る に もか か わ らず，そ の 抗原 は 夏だ け で な く冬期に ま

で家屋塵 中に 検出され て い る．こ の よ うに 抗原発生部

位 が 戸外 で ，発生量 に 地域差，季節性 が あ る点 で 花粉

に 似 て い る．一方，ダ ニ ，HD と同様家屋塵中 に も検出

され ，こ れ に 次 ぐ 高 い 陽性率を示すな ど，重要な吸入

性抗原 の
…

つ と し て 注意 し，個 々 の 患者 の 発作 の 季節

性や ユ ス リ カ の 発生状況 も含め た居住環境などの 細か

な配慮が臨床 の 場 に お い て は 必要 と考 え られ る．

　本稿 の 要旨は 第38回 日本 ア レ ル ギー
学会総 会 に て 発表 し

た ．調 査 に ご 協 力 い た だ い た 諸 先 生方に 深 謝 致 し ます．
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Yohiko　Adachi，Gyokei　Murakami，Yuichi　Adachi，　Masatomo　Matsuno，

　　　　　　　　 Masako　Kayahara　and 　Toshic　Okada

1）OPart耀 ”∫げ髭 4認 蛾苫，　Tq｝’atna 　M αdica’and 　Phartna‘餌 ’磁 ♂ひniversily

Takao　Igarashi　and 　Ak孟ra　Yoshizumi

Niigalα　Prefectuai　y∂shida 　Hospilai

　　Chironomidea（lnsecta）is　r   ently 　considered 　oneo ∫the　most 　common 　inhalant　ant 重gen　inJapan．　Intraderrnal

tests　with 　Chironomtts　p’umostts （CP＞extract 　were 　undertahen 　on 　seve 孔 hundredand　eighteen 　asthlnatk 　ch 孟塾dren

aged 　from　6　to　15　years　in　10　areas （111皿 edical 　institutions｝面 Japan．　The　numbef 　of　cases 　who 　showed 　positive

intradermai　tests　 with 　CP 　extract 　was 　20G（2？．9％＞and 　the　posldve 　rate 　increased　in　 proportien　to　their　age

ゆく0．QO5），　In　each 　of 　the　1正medical 　insti加 tions　the　positive　rates 　ranged ξrom 　12．6％量n　Aklta　to　45、5％孟n 　Okinawa，
There　were 　no 　sign 量ficant　corre 甚ations 　between 匸he　results 　of　the　intradermal　tesヒwith 　CP　a遘d　those　o‘R へST ，

prick　test　and 　intradermal 　test　with 　mite
，
　HD 　and 　silk

，
whereas 　correlat ｛on　was 　noted 　in　the　prick　test　w ｛th　silk

ψ＜0．01＞．The 　CP　positive　asthmatics 　had　significantly 　more 　attacks 　than 仁he　CP　negative 　ones 　in　the　summer

ψ＜  ．01＞．The　positive　rate 　of　asthmatics 　IMng 　near 　paddyor 　farm　fields　was 　signif 三cant 互y　higher　than 　that　of　those

主nurban 　resident 互al　areas （313 ％ vs　23．8％，　P〈0．05）．　Chironomid　midge 藍s　one 　of　the　most 　con 】mon 　and 皇mpor しant

alle  en　in∫apan ，
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